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行 政 相 談
役所のしごとのことで、困った
ことや苦情、そのほかご意見があ
りましたら、どしどしお寄せくだ
さい。専門の行政相談員がお受け
しています。
毎月第2 木曜日・午後1 時～4 時
区役所本庁舎( 1 階) 区民相談室

か
し
こ
い
消
費
者
づ
く
り
の
場
に

初
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

八
月
六
日
に
オ
ー
プ
ン

「
消
費
者
は
王
様
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
し
'か
し
、
実
際
の
私
た
ち
の
消
費
生
活
の
中

身
は
、
決
し
て
豊
か
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ
4

皀
χ
は
、
み
な
さ
ん
が
日
常
の
消
費
生
酒

で
出
合
う
、
い
ろ
い
ろ
な
碑
害
を
と
り
除
く
た
め
に
、
消
費
者
相
談
や
消
費
者
教
室
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
消
費
者
自
身
が
積
極
的
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、
八
月
六
日
に
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

消
費
者
は
、
商
品
の
知
識
や
デ
ー
タ

が
十
分
で
な
い
た
め
、
受
身
で
弱
い
立

場
に
お
か
れ
か
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、

商
品
の
品
質
・
不
当
表
示
な
ど
に
よ
っ

て
生
じ
る
問
題
は
、
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
ま
す
、
消
費
者
自
身
か
消
費
生

活
の
合
理
的
知
職
と
問
題
追
求
の
態
度

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
は
、
一
人
ひ
と
り

か

くか
し
こ
い
》
(
強
い
>
消
費
者
に

と
い
う
立
楊
か
ら
、
情
報
提
供
や
相
談

・
組
織
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
種
々

の
事
巣
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
ツ
ー
の
設
置
に
よ
っ
て
、

い
ま
ま
で
は
区
で
直
接
で
き
な
か
っ
た

商
品
の
品
質
・
安
全
性
に
つ
い
て
テ
ス

ト
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
充

実
さ
せ
る
ほ
か
、
消
費
者
相
談
も
専
門

の
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
お

き
、
み
な
さ
ん
の
苦
情
相
談
に
、
勅
答

え
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の

事
業
内
容

■
相
談
室

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
苦

情
を
処
理
す
る
ほ
か
、
買
物
や
生

活
合
理
化
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

付
け
ま
す
。

■
展
示
室

安
全
性
や
品
質
の
点
て
消
費
者
に

関
心
の
あ
る
も
の
(
チ
リ
紙
等
)
、

苦
情
の
事
例
(
衣
頬
の
表
示
等
)
、

商
品
テ
ス
ト
の
結
果
な
ど
消
費
生

活
に
参
考
と
な
る
賢
料
を
展
示
。

■
資
料
室

消
費
生
活
に
関
す
る
図
書
・
新
聞

や
国
・
都

。他
区
の
刊
行
物
を
お
く

ほ
か
、商
品
の
流
れ
図
、有
害
食
品

の
解
説
パ
ネ
ル
を
お
き
ま
す
。

■
テ
ス
ト
室

食
品
の
品
質
や
安
全
性
に
つ
い
て

の
テ
ス
ト
を
行
な
い
ま
す
。

※
実
験
可
能
な
テ
ス
ト
は
、
食
品

の
栄
養
検
定
テ
ユ
ト
・
品
質
検
定

テ
ス
ト
・
添
加
物
テ
ス
ト
で
す
。

■
教
室
・
準
備
室

か
し
こ
い
消
費
者
と
な
る
た
め
の

知
識
の
普
及
、
消
賢
者
組
織
の
育

成
を
目
的
と
し
た
各
種
の
教
育
講

座
・
座
談
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

消
費
者
グ
ル
ー
プ
の
集
会
場
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

▼
所
在
地

千
僅
仲
町
三
(
区
商
振
連

会
館
二
・
三
階
)
　

八
七
〇
-
一
三

九
一
～
二

消
費
者
テ
レ
フ
ォ
ン

の
ご
利
用
を

消
費
生
活
で
困
っ
た
こ
と
や
苦
情
な

ど
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
者
テ
レ
フ

ォ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

八
七
〇
-
一
三
〇
一

ま
た
、
消
費
生
活
の
こ
と
で
「
私
は

こ
う
し
て
い
る
」
「
私
は
こ
う

考
え

る
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
工
夫
や
ア
イ
デ

ア
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

足 立区消 費 者センタ ー

( 区振連 会館2 ～3 階)

案 内 図

消費生活で困ったときは消費者センターへ

申請をお忘れなく

私立幼稚園・類似施設の
父兄に補助金がでます

区
で
は
、
毎
年
私
立
幼
稚
園
や
類
似

施
般
に
通
聞
さ
せ
て
い
る
父
兄
(
保
護

者
)
に
、
補
助
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
補
助
金
は
、
年
間
二
回
支
給
さ

れ
、
今
回
は
、
四
月
～
九
月
の
六
か
月

分
(
前
期
分
)
で
す
。

該
当
す
る
父
兄
の
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
、

な
お
、
区
内
の
類
似
施
設
は
、
黒
田

学
園
、
永
昌
院
童
子
園
、
松
山
学
園
花

畑
幼
胙
合
、
花
畑
団
地
自
冶
会
幼
児
教

室
、
鹿
浜
愛
育
園
の
五
園
で
す
。

補
助
金
を

受
け
ら
れ
る
父
兄

①
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以
降
、
足

立
区
の
住
民
で
あ
る
こ
と

②
公
認
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
類
似
施

股
に
在
園
し
、
次
の
生
年
月
日
の
幼

児
を
も
つ
父
兄

●
満
五
歳
(
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
～
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日

生
)

●
満
四
歳
(
昭
和
四
十
四
年
四
月
二

日
～
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日

生
)

③
保
育
料
は
、
九
月
分
ま
で
完
納
し
て

い
る
こ
と

受
付

期
間

昭
和
四
十
九
年
八
月
十
二
日
(
月
)

～

九
月
五
日
(
木
)
ま
で

補
助
金
の
額
と

支
給
時
期

①
五
歳
児
一
人
に
つ
き
、
月
額
千
円

②
四
歳
児
一
人
に
つ
き
、
月
額
千
円

③
支
給
時
期
は
九
月
下
旬
の
予
定

申
請
の
方
法

①
足
立
区
内
の
公
認
の
私
立
幼
稚
園
お

よ
ぴ
類
似
施
設
の
園
児
の

保
護
者

は
、
園
に
手
続
き
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
園
か
ら
脱

明
か
あ
り
ま
す
。

②
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る
、
私

立
幼
稚
園
お
よ
ぴ
類
似
施
設
に
在
籍

す
る
園
児
の
保
護
者
は
、
本
人
が
直

接
、
区
役
所
総
務
係
へ
申
謂
し
て
く

だ

い
。
(
郵
送
に
よ
る
申
甜
は
、

事
故
が
多
い
な
め
受
付
け
ま
せ
ん
)

直
接
個
人
で
申
請

す
る
と
き
必
要
な
も
の

▽
印
鑑

∇
園
児
在
輜
証
明
書
(
園
児
の
生
年

月
日
記
入
の
も
の
)

▽
保
育
科
納
入
済
証
明
書
ま
た
は
領

収
書
(
九
月
ま
で
納
入
の
も
の
)

そ

の

他

①
住
所
を
移
転
し
た
場
合
は
、
そ
の
区

に
在
住
し
た
月
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

区
市
町
村
に
申
謂
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

②
申
請
書
類
は
、
幼
稚
園
ま
た
は
区
役

所
総
務
係
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

銀
行
名
、支
店
名
・
口
座
番
号
を
お
諞

べ
の
う
ぇ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問

い
合
わ
せ
先

区
役
所
総
務
係

区で初めての

情 緒 障 害 学 校

竹の塚小で入級式

去
る
七
月
四
日
、
二
時
か
ら
竹
の

塚
小
学
校
で
、
情
緒
障
害
学
級
の
入

級
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
(
写
真
)

区
内
に
は
今
ま
で
、
心

身
障
害
学
級
と
し
て
、
難

聴
・
言
語
障
害
・
ち
え
お

く
れ
・
弱
視
の
学
級
が
あ
。

り
ま
し
た
が
、
こ
の
情
緒

障
害
学
級
は
初
め
て
の
も

の
で
す
。

情
緒
障
害
と
い
う
の
は
、
知
能
指

数
に
は
あ
ま
り
関
係
な
く
、
お
ち
つ

き
が
な
か
っ
た
り
、
他
人
と
口
を
き

く
の
を
い
や
が
る
な
ど
情
緒
か
不
安

定
で
、
人
と
う
ま
く
接
触

で
き
な
い
人
を
い
い

ま

す
。今

度
入
級
し
た
の
は
五

人
。
授
業
は
教
育
相
談
所

内
の
教
室
で
行
な
わ
れ
ま

す
。
闘
設
し
た
学
校
、
教

育
委
員
会
で
は
、
一
日
も

早
く
回
復
す
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
六
月
二
十
九
日
か
ら
、
重

い
心
身
障
害
児
を
対
象
に
、
保
木
閭

小
学
校
内
に
、
訪
問
学
級
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

公
害
の
な
い
住
み
よ
い
町
へ

工
場
・
飲
食
店
の
方
へ
お
願
い

夏
も
盛
り
に
な
る
と
。
各
家
庭
で
は

風
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
、
窓
を
あ
け

て
の
生
活
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ム
シ
靨
い
夜
な
ど
は
、
窓
を
あ
け
た
ま

ま
眠
る
な
ど
生
活
が
開
放
的
に
な
り
ま

す
。
窓
が
あ
い
て
い
る
と
、
涼
し
い
風

も
入
っ
て
き
ま
す
か
、
騒
音
や
悪
奥
な

ど
の
公
害
も
、
い
っ
し
ょ
に
と
ぴ
込
ん

で
き
ま
す
。

工
場
や
深
夜
営
業
の
飲
食
店
を
経
営

す
る
方
は
、
付
近
の
住
民
に
迷
感
が
か

か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

□
飲
食
店
営
業
の
方
へ

深
夜
騒
音
防
止
の
お
願
い

東
京
都
公
害
防
止
条
例
で
は
、
飲
食

店
な
ど
か
夜
間
の
騒
音
で
付
近
の
静
嘔

を
害
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
'第
一
種
住
居
専
用
地
域
と
そ
の
周

辺
で
の
深
夜
営
業
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。夏

は
特
に
、
騒
音
の
問
題
か
多
く
な

り
ま
す
。
夜
間
の
静
腸
保
持
に
、
飲
食

店
営
業
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
气

ク
ー
ラ
ー
の
排
気

が
他
の
人
の
迷
感
に
な
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
公
害
課
監
視

係
へ
。

□
工
場
経
営
の
方
へ

夏
に
な
る
と
、
騒
音
な
ど
の
苦
情
の

申
立
て
が
多
く
な
り
ま
す
。
工
場
等
の

事
業
者
の
方
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し

て
作
業
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

綾
瀬
駅
前
自
転
書
置
場

七
月
十
日
、
区
で
初
の
自
転
車

置
場
か
綾
瀬
駅
東
口
高
架
下
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
置
場

内
に
掲
示
し
て
あ
る
利
用
心
得
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

置
場
以
外
に
放
置
し
て
あ
る
自

転
車
は
、
美
観
を
そ
こ
ね
る
だ
け

で
な
く
、
歩
行
者
の
迷

思
に

も

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
転
車

は
、
駐
車
違
反
と
し
て
処
分
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
騒
音
を
発
生
す
る
作
業
を
行
な
う
時

は
、
窓
・
出
入
口
を
し
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
屋
外
で
は
騒
音
な
ど
の

て
る
作
業
は
や
め
ま
し
I

つ
。

▼
薬
品
の
流
出
な
ど
突
発
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
常
に
工
場
や
施
股
を
点

険
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ボ
イ
ラ
ー
焼
却
炉
な
ど
燃
焼
施
設
の

管
理
を
十
分
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

▼
悪
臭
を
発
生
す
る
作
業
は
、
除
害
施

設
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

一
工
埔
か
ら
の
浹
獰
核
は
、
無
售
な
処

理
を
行
な
い
、
区
に
報
告
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
公
害
課
工
場

係
へ
。

センター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

六
〇
五
-七
一
○
一

■
絵
画
教
室
上

一
十
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

■
第
六
回
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
I
二
十
六
日
(
金
)
～
二
十
八
日
(
日
)
作
品
展
示

コ
ー
ラ
ユ
、
映
画
等
・・・
二
十
六
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
、
定
艮

二
百
二
十
名

ゴ
ー
カ
ー
ト
競
走
、
竹
馬
競
争
、
ス
ィ
カ
割
り
大
会

・・・
二
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時
、
定
員
い
ず
れ
も
四
十
名

子
ど
も

の
ど
自
慢
大
会
・・・
二
十
八
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
、
二
十
五
組

出
場
、
定
貝
二
百
二
十
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

八
八
九一
四
六
六
一

■
老
人
健
康
相
談
-
二
十
四
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

■
夏
祭

デ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
ー
ニ
十
六
日
(
金
)
午
前
九
時
・・・
小
学
校
三
年
生

以
上
、
定
貝
三
十
名

申
込
み
は
二
十
日
(
土
)
か
ら

■
子
ど
も

お
み
こ
し
大
会
-
二
十
七
日
(
土
)
午
前
九
時

■
世
界
の
お
ど
り
I

ニ
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時

■
子
ど
も
映
画
会
-
二
十

八
日
(

日
)
午
前
十
時

■
天
文
教
室
上
二
十
日
(
火
)
午
後
一
時
=・
定

員
十
五
名
、
申
込
み
は
二
十
日
(
土
)
か
ら

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

八
九
七
―
五
〇
一
六

■
子
ど
も
ど
じ
ょ
う
つ
か
み
大
会
上
一
十
八
日
(
日
)
午
後
二
時
三

十
分

■
老
人
民
籘
教
室
上
一
十
三
日
(
火
)
午
後
二
時

■
子
ど

も
映
画
会
丿
二
十
七
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分

■
よ
い
本
を
読

も
う
!
読
書
の
つ
ど
い
I
二
十
二
日
(
月
)
午
後
二
時

■
マ
ン
ガ

か
き
大
会
上
一
十
四
日
(
水
)
午
後
二
時

□
千
往
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

八
八一
〒
二
七
六
五

■
老
人
生
花
教
室
-
二
十
三
日
(
火
)
午
前
九
時
・・・
定
員
四
十
名

■
生
花
展
示
会
-
二
十
六
日
(
金
)
～

一
十
八
日
(
日
)
午
前
十
時

■
老
人
囲
碁
大
会
一

八
月
一
日
(
木
)
午
前
十
時
三
十
分
・・・
定
貝

四
十
名
、
申
込
み
は
二
十
日
(
土
)
か
ら

■
紙
芝
居
と
お
話
の
会

上
一
十
八
日
(
日
)
午
前
十
時

■
子
ど
も
映
画
会
-
二

十
八
日
(

日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　

八
九
七
j
六
九
四
八

■
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
ー
こ
十
五
日
(
木
)
午
後
三
時
三
十
分

■
子
ど

も
映
画
会
1
七
月
三
十
日
(
火
)
、
八
月
六
日
(
火
)
午
後
三
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　

九
匸
〒
三
四
こ
一

■
子
ど
も
映
画
会
上

一
十
三
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
音
楽

教
室
-
二
十
八
日
(
日
)
午
前
九
時

■
老
人
映
画
大
会
上

一
十
八

日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　

八
五
〇
一
八
八
〇
一

■
展
示
ホ
ー
ル
及
び
学
習
室
の
開
放
丿
八
月
一
日
(
木
)
～
八
月
十

五
日
(
木
)
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分
、
た
だ
し
日
一

日
は
除

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
-
一
二
六
一
七

■
子
ど
も
映
画
会
-
二
十
五
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
S

ギ
タ

ー
教
室
上

一
十
八
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分

■
油
絵
教
室
-
七

月
二
十
日
、
八
月
三
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
・・・
教
材
費
各
自
負

担

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
上
二
十
口
(
火
)
午
後
二
時

■
演
芸
大

会
-

二
十
日
(
土
)
午
前
九
時
三
十
分

【
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、一

接
各
施
般
の
事
務
室
へ
】

□
文
化
会
館
休
館
の
お
知
ら
せ

調
光
装
置
等
の
改
修
工
事
の
た
め
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

ひ
七
月
二
十
三
日
(
月
)
～
八
月
三
十

盲
(

土
)
ま
で

■ 区役所( 教育 委員会を含む) 882- 11　1　 第二庁舎889- 61　1　 足立福祉事務所888- 31　1　 中部福祉事務所889- 14　1　 東部福祉事務所605- 7105　 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

―
楽
し
い
夏
を
―

夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
そ
な
え
て

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
最
も
楽

し
い
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
は
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
心
身
の
発
達
に
と
っ
て
も
大
変

χ
要
な
期
間
で
す
。

そ
こ
で

、
よ
り
有
意
義
な
夏
休
み

を
送
る
た
め
、
次
の
点
に
心
掛
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
雰
囲
気
で

学
校
で
行
な
う
プ
ー
ル
揩
4
な
ど

に
は
、
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
は
長
い
の
で
、
途
中
で
飽

き
た
り
、
つ
ら
く
な
っ
た
り
す
る
子

も
出
て
来
ま
す
。
そ
う
し

た

時
に

は
、
家
族
み
ん
な
で
、
は
げ
ま
す
よ

・つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
最
近
、
親
子
断
絶
の
時
代

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
覯
と
子

の
関
係
が
、
非
常
に
う
す
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

こ
の
親
と
子
の
関
係
を
探
め
る
う

え
で
も
。
こ
の
夏
休
み
は
、
絶
好
の

機
会
で
す
。

家
出
、
放
浪
、
自
般
な
ど
の
舉
態

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、
明

る

く
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
、
家
族
団
ら

ん
の
生
活
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

自
然
に
親
し
も
う

区
内
に
も
、
ま
だ
自
然
に
親
し
め

る
所
が
あ
り
ま
す
か
、
非
常
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
郷
里
や
近
郊
へ
出
か
け

る
な
ど
し
て
、
少
し
で
も
自
然
に
接

す
る
機
会
を
作
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
植
物
栽
培
や
勳
物
の
飼

育
も
よ
い
経
験
と
な
る
で
し
ざ
う
。

事
故
と
非
行
化
に

ご
注
意

毎
年
、
夏
休
み
に
は
、
悲
し
い
水

の
事
故
が
桃
出
し
ま
す
。
迦
泳
禁
止

や
立
入
禁
止
の
場
所
に
は
、
絶
対
に

行
か
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
幼
児
の
と
ぴ
出
し
や
小
中

学
生
の
自
転
車
・
バ
イ
ク
等
に
よ
る

交
通
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

危
険
な
行
為
や
遊
ぴ
に
は
、
く
れ
ぐ

れ
も
注
憲
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
最
近
、
低
年
齢
層
の
非
行

化
や
暴
力
行
為
が
非
常
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
夏
休
み
が
、
そ
の
よ
'つ

な
悪
の
温
床
を
育
て
て
し
ま
う
期
間

と
な
っ
た
ら
た
い
へ
ん
で
す
。

非
行
化
や
暴
力
行
為
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
お
子
さ
ん
の
持
ち
物
や

友
だ
ち
関
係
、
行
動
な
ど
常
に
産
意

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
家
族
み
ん
な
が
楽
し
い

夏
休
み
と
な
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り

し
た
計
画
を
お
立
て
く
だ
さ
い
。

夏
の
防
犯
運
動
に

ご
協
力
を

戻
休
み
は
、
少
年
の
非
行

や
事

故
、
ま
た
性
犯
罪
の
起
き
や
す
い
時

期
で
す
。

こ
れ
ら
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、

夏
の
防
犯
連
助
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間
一

七
月
二
十
一
日
(
日
)
～
七

月
三
十
一
日
(
水
)
ま
で

ス
ロ
ー
ガ
ン
ー
「
夏
休
み
、
子
'ど
も

に
愛
の
目
、
注
意
の
日
ご

、
「
夏

で
す
、
あ
な
た
に
近
寄
る
痴
漢
に

ご
注
意
!

」

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
5
1
)

―
―
千
住
五
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
四
―
―

勝
山
準
四
郎

五
丁
目
の
お
寺
は
安
養
院
で
あ
る
。
現
在
は
国

運
か
ら
水
戸
街
道
に
通
す
る
新
道
と
、
土
手
下
を

走
る
旧
道
に
は
さ
ま
れ
た
か
っ
苳
つ
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
今
で
も
旧
道
か
ら
の
参
道
を
通
し
て

山
門
を
望
む
と
、
矢
張
り
風
格
の
あ
る
お
寺
で
あ

る
。門
を
入
っ
て
す
ぐ
右
手
、轟
地
の
入
口
に
三
体

の
地
蔵
像
が
あ
る
が
、
そ
の
右
略
の
も

の
を
「
カ
ン
カ
ン
地
軣

と
呼
ん
で
い

る
。
お
そ
ら
く
寺
で
遊
ん
で
い
た
子
ど

も
た
ち
の
発
見
で
あ
ろ
う
が
、
小
石
で

た
た
く
と
た
し
か
に
そ
ん
な
音

が
す

る
。
何
と
な
く
親
し
み
を
感
ず
る
お
寺

で
あ
る
。
当
寺
は
昔
は
元
宿
(
千
住
元

町
)
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
慶
長

三
年
(
一
五
九
八
)
火
災
に
て
焼
失
、

そ
の
後
今
の
処
に
移
転
し
た
と
言
う
。

風
土
妃
稿
に
も
「
新
教
其
言
宗
本
木
村
吉
祥
院

門
徒
。
西
林
山
長
福
寺
と
号
す
、
元
は
寺
号
を
以

て
行
は
れ
し
が
、
故
あ
り
て
寺
号
を
は
ば
か
り
院

号
を
称
す
と
言
う
。
当
寺
は
昔
北
恢
氏
政
(
小
田

原
)

が
祈
願
所
に
し
て
、
同
人
の
出
せ
し
文
一

も

あ
り
し
が
、
後
丙
丁
の
災
(
火
災
)
に
か
か
り
て

失
い
た
り
と
言
う
。
云
々
」
と
由
緒
を
述
べ
て
い

る
。元
宿
時
代
は
丑
裲
寺
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

寺
伝
に
よ
る
と
、
そ
の
元
槨
に
創
憂
さ
れ
た
の

は
曄
童
時
代
の
文
永
年
闃
(
一
二
六
四
～

と
あ

る
か
ら
、
千
往
で
は
最
古
の
寺
に
な
る
。
畏
裼
寺

以
来
と
言
う
文
明
十
五
年
銘
(
―四
八
三
)
の
板
碑

な
ど
も
そ
の
歴
史
を
語
っ
て
い
る
よ
・
う
で
あ
る
。

本
尊
は
珍
ら
し
く
も
黒
光
り
す
る
金
銅
仏
で
、

等
身
大
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
で
あ
る
。
こ
の
仏
様

は
土
中
か
ら
出
土
し
た
と
伝
わ
り
、
そ
の
地
は
こ

の
由
来
か
ら
『
金
仏
耕
地
』
(
千
住
元
町
内
)
と

名
づ
け
ら
れ
て
き
た

。元
宿
以
来
の
本
尊
で
あ
る
。

寺
が
旧
地
か
ら
五
丁
目
に
移
っ
た
の
は
、
再
娵

に
当
り
、
古
い
道
筋
元
宿
よ
り
も
、
当
時
の
新
街

道
日
光
道
中
沿
い
の
方
が
、
教
化
布
教
に
便
多
し

と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
甎
。
く
わ
じ
い
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
。

安
養
院
と
な
っ
て
の
開
山
は
、
賢
智
和
尚
で
あ

る
。
和
尚
は
高
梨
冢
の
出
で
、
四
丁
目
名
主
高
梨

家
の
始
祖
吉
左
ヱ
門
が
千
住
に
移
住
し
た
の
は
、

叔
父
に
当
た
る
賢
智
和
尚
を
頼
っ
て
で
あ
る
こ
と

は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

寺
は
そ
の
後
仏
縁
者
の
支
え
に
よ
っ
て
興

隆

し
、
八
代
将
軍
吉
宗
は
一
狩
の
都
度
立
寄
り
休
憩

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
堂
は
宝
永
三
年
(
一
七
〇
六
)
大
修
理
を
行

っ
た
か
、
大
正
十
二
年
大
震
災
で
倒
壊
。
翌
年
再

建
し
た
の
が
現
在
の
建
物
で
あ
る
。
山
門
は
文
政

十
一
年
(
一
八
二
八
)
の
建
造
と
言
う
。

四
丁
目
、
五
丁
目
の
旧
家
に
は
元
宿
長
福
寺
の

礎
石
と
伝
わ
る
伊
豆
石
か
保
管
さ
れ
て
い
る
。
研

究
か
進
め
ば
当
時
の
規
模
が
わ
か
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
持
の
よ
い
話
で
あ
る
。

寺
の
基
地
に
浅
香
兆
孝
の
薑
か
あ
る
。
明
冶
二

十
三
年
国
会
開
設
と
と
も
に
第
一
回
衆
議
院
議
貝

に
当
選
し
、
爾
来
仝
三
十
六
年
迄
六
期
選
出
さ
れ

た
本
区
出
身
の
政
治
家
で
あ
る
。
同
家
(
浅
賀
家
)

は
五
丁
目
名
主
の
家
柄
で
あ
る
が
、
本
区
に
お
い

て
は
配
億
さ
る
べ
き
一
人
で
あ
ろ
う

。
(つ
づ
く
)

(本
碼
高
橋
直
二
氏
教
示
)

安養院 山門

住居表示の再調査に

ご協力ください
小
竺

丁
目
・

二
丁
目
。
宮
城
一

丁
目
・
二
丁
目
、

新
田
一
丁
目
～
二

丁
目
、
酉
新
井
一

丁
目
～
(
丁
目
お

よ
ぴ
竹
の
塚
一
丁

目
～
七
丁
目
、
西

保
木
間
一
丁
目
～

四
丁
目
、
梅
鳥
一

丁
目
～

二
丁
目
、

鳥
根
一
丁
目
～
四

丁
目
、
六
月

】丁

目
・
二
丁
目
の
地

区
は
住
居
表
示

後
、
す
で
に
約
八

年
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
住
居

番
戀
表
示
板
、
町
名
表
示
板
な
ど
が
変

色
・
破
損
に
よ
り
、
見
に
く
く
な
っ
て

い
た
り
、
新
・
改
築
な
ど
で
い
ま
だ
に

住
居
表
示
課
に
届
出
の
な
い
家
屋

に

は
掲
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
七
月
中
旬
賀
か
ら
来
年
三
月

ま
で
の
間
に
、
業
者
(
区
の
腕
章
を
つ

け
て
い
ま
す
。
)
が
各
ご
家
庭
の
住
居

番
号
表
示
板
の
破
損
、
紛
失
等
の
付
け

讐
え
、
建
物
の
形
状
、
世
帯
主
名
な
ど

の
調
査
の
た
め
お
伺
い
し
―ま
す
。
ぞ
の

際
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
住
居
表
示

課
へ
ど
う
ぞ
。

住居表示調査区城

―
障
害
者
の
み
な
さ
ん
ヘ
―

足
立
福
祉
作
業
所
開
設

東
京
都
で
は
、
都
内
に
お
住
み
の
身

体
障
害
者
(
児
)
ま
た
は
精
神
溽
弱
者
(

児
)
で
就
職
の
困
難
な
方
に
、
生
活
指

導
を
行
な
い
な
が
ら
作
業
が
で
き
る
場

所
と
仕
事
を
提
供
し
、
自
立
を
手
助
け

す
る
た
め
の
施
設
を
開
設
し
ま
し
た
。

場
所
―
東
綾
瀬

】丁
目
二
六
I
ニ
(
地

下
鉄
千
代
田
線
綾
瀬
駅
下
車
徒
歩

十

分
)

開
般
日
―
七
月
一
日
(
利
用
者
の
施
設

使
用
は
八
月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す
)

定
員
-
六
十
名

資
格
―
都
内
に
住
所
そ
有
す
る
年
齢
十

五
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
(
児
)

、
並

ひ
に
精
神
薄
弱
者
(
児
)
で
自
宅
か
ら

通
う
こ
と
の
で
き
る
方

作
業
種
目
1
簡
易
作
業

作
業
工
員
―
就
労
時
間
、
及
ひ
作
業
能

力
に
応
じ
、
東
京
都
が
毎
月
一
定
期
日

に
支
払
い
ま
す
。

福
利
厚
生
―
通
所
交
通
費
の
補
助
、
作

業
服
の
賢
与
、
並
び
に
嘱
託
医
に
よ
る

健
康
相
談
、
雛
漿
診
断

申
込
み
已

‥
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、

本
人
、
ま
だ
は
保
護
者
の
方
が
、
東
京

都
足
立
福
祉
作
業
所
(
　

六
〇
六
|
六

一
八
六
、
六
一
八
七
)
へ
申
込
み
く
だ

さ
い
。

口
申
込
み
に
な
り
ま
す
と
、

後
日
、
面
接
の
日
時
と
場
所
の
連
絡
を

い
た
し
ま
す
。

(
三
)
面
接
の
と
き
は
、
福
祉
作
業
所
を
利

用
し
よ
う
と
す
る
本
人
を
お
連
れ
の
う

え
、
次
の
一
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
米
穀
通
帳
ま
た
は
住
所
を
磑
腿
で
き

る
一
類
、
印
鑑

◎
身
体
障
害
者
(児
)

の
場
合
―
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
―
等

の
判
定
謦

◎
精
神
驚
弱
者
(
児
)
の
場

合
―
愛
の
手
帳
、
ま
た
は
東
京
都
心
身

障
害
者
福
祉
七
ン
タ
ー
等
の
判
定
書

問
い
合
わ
せ
先
1
東
京
都
民
生
局
心
身

障
害
者
福
祉
部
福
祉
作
業
所
係
(
　

二

匸
〒

五
一
一
一
内
線
三
七
九
八
)

道路現況平面図作成のための

調査測量にご協力を

以
前
、
道
路
台

帳
作
成
の
た
め
、

現
況
平
面
図
測
量

を
行
な
い
ま
し
た

が
、
四
十
八
年
度

の
道
路
・
水
路
改

修
工
事
や
街
路
灯

設
置
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
、
現
況
が

都
分
的

に
変

わ

り
、
図
面
の
補
正

が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め

七
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
補
正
測
一

を
行
な
い
ま
す
。

測
一

の
際
、
と
き
に
は
、
み
な
碚
ん

の
家
の
門
内
や
私
道
に
立
ち
入
る
こ
と

も
あ
り
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
か
、

こ
の
測
a
は
、
土
木
行
政
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
道
路
台
帳
の
作
成
、
維
持

管
理
に
必
要
な
も
の
で
す
の
で
、
そ
の

節
は
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、―
測
一
士
は
、
区
が
発
行
し
た

身
分
証
明
一

を
持
っ
て
い
ま
す
。
万

一
、
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
身
分

証
明
一

を
確
か
め
る
か
、
区
役
所
道
路

台
帳
係
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

公
益
質
屋
の
ご
案
内

区
で
は
、
次
の
二
か
所
の
公
益
質
屋

を
営
業
し
て
い
ま
す
。
急
に
お
金
か
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

貸
付
金
額
―
一
世
帯
十
万
円
以
内

利
率
―
一
か
月
に
つ
き
三
%

流
質
期
限
―
入
質
の
日
か
ら
四
か
月

営
業
時
間
1
午
前
九
時
～
午
後
六
時

た
だ
し
、
日
曜
日
・
祝
日
は
休
み
。

※
ご
利
用
の
方
は
、
質
物
と
本
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▽
千
佳
公
益
質
屋
―
=千
住
寿
町
二
九
-

一
〇
　

八
八
二
―
三
四
七
三

▽
西
斬
井
公
益
質
屋
・――関
原
二
丁
目
二

二
―
四
　

八
八
〇
-
○
○
七
七

掲
示
板

■
学
校
給
食
費を

補
助

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
パ

ン
・
牛
乳
を
は
じ
め
、
食
材
料
の
高

脾
で
本
年
四
月
か
ら
値
上
げ
の
夲
む

な
き
に
至
り
ま
し
た
が
、
ご
父
兄
の

負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た

め
、
区
で
は
牛
乳
代
一
本
に
う
き
二

円
を
四
月
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

牛
乳
代
金
は
直
接
、
鄒
の
給
食
会

へ
払
い
込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ

る
差
額
は
三
月
の
給
食
費
で
調
整
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育
委
員
会

学
校
保
健
係
へ
。

■
ね
た
き
り
の

お
年
寄
り
へ

区
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
で
、
ね

た
き
り
の
た
め
に
老
人
福
祉
手
当
を

受
け
て
い
る
お
年
寄
り
を
慰
め
る
た

め
、
八
月
初
旬
に
見
舞
品
を
贈
り
ま

す
。該

当
す
る
方
で
、
老
人
福
祉
手
当

を
請
求
し
た
後
で
住
所
の
弯
更
な
ど

の
異
動
事
項
が
あ
る
時
は
、
区
役
所

老
人
助
成
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
私
道
整
備
を

さ
れ
る
方
へ

区
で
は
地
元
で
私
道
整
備
す
る
場

合
、
工
事
賢
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
ぴ
、
助
成
莫
件
が
緩

和
さ
れ
た
た
め
、道
路
幅
輿
―・
五
㍍

以
上
の
私
道
が
助
成
対
象
と
な
り
、

ま
た
助
成
額
も
、
最
近
の
建
築
諸
賢

材
・
人
件
費
な
ど
の
高
騰
に
と
も
な

い
引
上
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
私
道
整
備
さ
れ
る
方
は

区
役
所
私
道
盤
備
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
区
民
ラ
ジ
オ
体
操

大
会
を
開
催

区
で
は
、
毎
年
約
一
万
人
の
老
若

男
女
が
集
ま
っ
て
、
健
康
づ
く
り
や

明
る
い
生
活
の
基
礎
と
な
る
ラ
ジ
オ

体
操
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

。
今

年
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
-
七
月
二
十
八
日
―〈
日
)
午
前

六
時
開
会

場
所
―
千
住
新
橋
連
動
鳩
(
雨
天
の

場
合
は
、千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館
)

※
参
加
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会
場

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ラ
ジ
オ
体
操
カ
ー
ド
が
必

要
な
団
体
に
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
会
連

盟
大
原
正
雄
宅
　
八
八
七
1
0

三
二

九
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
授
産
場
の
ご
利
用
を

元
気
な
お
年
寄
り
が
、
明
る
い
環

携
で
楽
し
く
勣
く
場
と
し
て
、
区
内

に
二
つ
の
都
立
授
産
場
が
あ
り
ま

す
。
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
毎
日
授
産
場
へ
通
い
、
場
内
で
お

仕
事
ぢ

た
い
方
へ

足
立
授
産
場
(
千
住
元
町
三
四
-

一
　

八
八
一
-
五
五
四
八
)

仕
事
の
内
容
―
箱
折
り
・
箱
組
立

―
布
貼
り
・
ペ
ー
パ
ー
袋
詰
な
ど

◇
お
仕
事
を
自
宅
へ
も
ち
帰
り
、
お

家
で
作
業
し
た
い
方
へ

西
加
平
授
産
堋
(
青
井
四
丁
濔
二

七
-
一
―
　
八
八
九
-
○
六
八

一
)

仕
事
の
冫
―
和
裁
・
簡

単
な
手
芸
・
ホ
'
チ
キ
ス
止
・
下

札
細
付
・
そ
の
他
簡
単
な
手
内
職

■
緑
の
相
談
コ
―

ナ
ー
を
開
設

庭
木
・
観
葉
植
物
の
手
入
れ
、
草

花
の
青
て
方
、
家
庭
菜
園
の
作
り
方

や
病
害
虫
の
駆
除
方
法
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
緑
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

開
設
日
―
毎
月
第
二
火
』日

午
後

一
時
～
四
時
三
十
分

場
所
―
区
役
所

―階
区
民
相
談
室

■
小
児
の
心
臓
病

検
診
を
実
施

都
内
に
住
む
未
就
学
児
童
で
、
心

細
病
の
疑
い
の
あ
る
方

、
ま
た
は
心

臓
病
で
困
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
専

門
医
師
に
よ
る
巡
回
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

申
込
方
法
一
八
月
二
十
日
ま
で
〈
必

着
の
こ
と
)

、
は
が
き
等
で
申
込
む

申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
-
都
衛
生

局
公
衆
衛
生
都
母
子
衛
生
課
憲

二

二
―
三
八
三
五

■
新
足
立
音
頭

舞
踊
指
導

新
足
立
音
頭
の
舞
踊
を
習
得
)
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
舞
踊

揩
導
を
行
な
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
七
月
二
十
六
日
(
金
)
午
後
〇
時

三
十
分
～
一
時
三
十
分
…
区
産
業

振
興
館
(
区
役
所
隣
り
)

▽
七
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後
〇
時

三
十
分
～

一
時
三
十
分
・
=亀
有
信

用
金
庫
竹
の
塚
支
店
(
竹
の
塚
駅

下
車
)

■
お
す
み
で
す
か

特
別
区
民
税
第
一
期
分

納
期
隕
(

七
月
一
日
)
は
す
き
ま

し
た
が
、
七
月
中
は
ま
だ
、
銀
行
・

信
用
金
庫
・
信
用
組
合

―
農
葉
協
同

組
合
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。(
納
税

通
知
I
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。)

■
郵
政
職
員
募
集

職

種

・
受

験

資
格
―

内

務

廠
(

男

子

・
――十

八

歳

～

一
十

歳

女
子
・
・・
十

八

歳
～

二
―十

五

歳
)

外

務
職
(

男

子

―
―・
十

五

歳

～

二
十

五

歳
)

(
庄
)

昭

和
四

十

九

年

十

二
月

ま

で

に

採

用

に

応

じ
ら

れ

る

方

に
限

る

受
付
期
間
―
七
月
一
日
(
月
)
～
七

月
三
十
一
日
(
水
)

試
験
日
―
八
月
中
旬
(
予
定
)

問
い
合
わ
せ
先
―
足
立
郵
便
局
　
八

八
一
―
二
六
〇
〇
/
足
立
西
郵
便
局

啻
八
九
六
一
二

二
三
/

足
立
北
郵

便
局
　
八
八
四
―
一
〇
三
一

■
庭
球
場

抽
せ
ん
会
の
変
更

七
月
の
抽
せ
ん
会
場
を
次
の
よ
う

に
変
更
し
ま
す
。

会
場
丿
区
産
業
振
興
館
二
階
ホ
―
ル
(

区
役
所
隣
り
)

会
場
を
変
更
ｔ
怎
抽
せ
ん
日
―
七
月

二
十
二
日
(
月
)

受
付
時
間
-
午
前
八
時
三
十
分
～
九

時
ま
で

以
後
の
抽
せ
ん
会
場
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

お
わ
び
区
の
お
知
ら
せ
六
月
二

十
五
日
号
で
ご
紹
介
し

た
精
神
薄
弱
者
相
岐
員
の
う
ぢ
、
一

部
に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
わ
ひ
し
町
正
い
た
し
ま
す
。

岩
間
保
/
江
北
四
-

匸
一
丁

八
-
三

〇
五
/
　

八
九
〇
-
一
八
六
九
を
、

藤
田
六
三
郎
/
西
断
井
一
-
ニ
ニ
―

一
四
/
　

八
九
〇
一
二
〇
六
〇
に
。
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